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病歴室実習でいろいろな事を実習したと思います IIl. 収納（入院診療録，外来診療録， X線フィルム）





1. 病歴管理学 2. 医学概論 3. 解剖 • 生理学
4. 病理学 5. 臨床検査学 6. 臨床医学内科系
総論 7. 臨床医学外科系総論 8, 医学用語
9, 秘書総論 10. 人間関係論 1. 秘書実務概論
12. 秘書実務実習 13. 文書言語表現 14. 事務文
書管理 15. 情報管理 16.複写技術 17. 英文タ
イプ実習 18. 和文タイプ実習 19. 速記実習



















A.簡単だった B.ふつう C.難しかった li．コーディング
2. 1で， c.難しかったと答えた人に，その理 〈傷病名コ ーディングについて〉
由として該当するものすべてに0をして下さい。 1. 印象 該当するものに0をして下さい。
a.相手が早口だった。 A.簡単だった B．ふっぅ c.難しかった
b鴫聞きなれない言葉が出てきた。 2. 1で， c.難しかったと答えた人に，その理
C. 病歴室のシステムが，ょくわかっていな 由として，該当するものすべてに0をして下さ
かった。 I し‘o
d, メモが上手にとれなかった。 a. 傷病名が英語で書かれていた。
e. 他の作業をしながらだった。 b, 医師の字が読みにくかった。
f. その他 C. 分類表の 3巻が引けなかった。
3 関連教科 一年次に学習した教科の中で関 d, 3巻は引けたが， 2巻が引けなかった。










































〈手術名 コーディングについて〉 f．検査の種類がよく わか らなかった。
1. 印象 該当するものに0をして下さい。 g．その他
A.簡単だった B.ふつう c.難しかった
2. 1で．c.難しかったと答えた人に，その理 3. 関連教科 一年次に学習した教科の中で関
由を書いて下さい。 連があると思う教科の番号を書いて下さい。
























































1. 病歴管理学 2. 医学概論 3. 解剖•生
理学 4. 病理学 5. 臨床検査学 6. 臨床
医学内科系総論 7. 臨床医学外科系総論， 8.
医学用語 9. 秘書総論 10. 人間関係論 ．11
秘書実務概論 12.秘書実務実習 13. 文書言
語表現 14.事務文書管理 15.情報管理 16. 
複写技術 17. 医学関係法規 18. 病院管理学
19. 医療事務総論 20. 医学図書概論 21.病
院経理学 2.情報管理実習 23.放射線医学
概論 24. 医療事務演習 25. Oral English 
26.英会話 27. コンビタイプ 28. 計算実務
29.会計 30. 経理実務 31. 複写技術〗 32. 













































電話応対 収 納 コーディング
科 索引カード竹或
医 学 概 論 1 (2. 9) 0 ( O) 1 (2  9) 1 (2  9) 
解剖•生理学 0 ( 0) 1 (2  9) 11 (32.4) 1 (2  9) 
病 理 学 0 ( 0) 1 (2. 9) 9 (26.5) 1 (2. 9) 
臨床検査学 0 ( 0) 1 (2. 9) 2 (5  9) 1 (2.9) 
臨床医学内科系総論 2 (5.9) 1 (2  9) 19 (55 8) 4 (11.8) 
臨床医学外科系総論 0 ( O) 1 (2  9) 17 (50 0) 0 ( O) 
医 学 用 語 5 (14. 7) 4 (11.8) 30 (88 2) 8 (23.5) 
秘 書 総 論 13 (38.2) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 
人間関係論 7 (20.6) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( O) 
秘書実務概論 27 (79.4) 0 ( O) 0 ( 0) 0 ( 0) 
秘書実務実習 25 (73.5) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( O) 
文書言語表現 0 ( O) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( O) 
英文タイプ実習 4 (11.8) 0 ( 0) 0 ( 0) 28 (82.4) 
速 記 実 習 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 0 ( 0) 
書 道（硬筆） 1 (2. 9) 0 ( 0) 0 ( 0) 7 (20.6) 
病院管理学 1 (2. 9) 1 (2. 9) 0 ( 0) 0 ( O) 
病歴管理学 15 (44.1) 30 (88 2) 29 (85 3) 11 (32 4) 
医療事務総論 0 ( 0) 3 (8  8) 0 ( 0) 0 ( O) 






4 (13 3) 





0 ( 0) 
1 (3  3) 
2 (6. 7) 
4 (13.3) 
0 ( O) 
16 (53.3) 
19 (63 3) 
0 ( 0) 
5 (16.7) 




















医 学 概 論 2 (13.3) 
医
解剖•生理 学 8 (53 3) 
学 病 理 学 7 (46 7) 
基 臨床検査学 4 (26.7) 
礎 臨床医学内科系総論 7 (46. 7) 
教 臨床医学外科系総論 6 (40.0) 
科
医 学 用 語 12(800) 
放射線医学概論 1 (6. 7) 
秘 書 総 論 3 (20.0) 
秘書実務概論 2 (13.3) 
秘書実務実習 3 (20 0) 
秘 文書 言語表現 1 (6 7) 
書
事 務文書管理 1 (6. 7) 
専
門 情 報 管 理 2 (13 3) 
＾ 
情 報管 理実習 3 (20.0) 




実 務 2 (13 3) 
教
複 写 技 術 2 (13 3) 
科 英文タイプ実習 13 (86.7) 
和文タイプ実習 2 (13.3) 
書 遺 （硬筆） 5 (33.3) 
書 道（毛筆） 1 (6  7) 
医学関係法規 1 (6. 7) 
応 病院管理学 1 (6. 7) 
用 病歴 管 理学 10(667) 
教 医療事務総論 2 (13.3) 
科 医 療事務演習 1 (6. 7) 
病院経理学 1 (6. 7) 
病 臨 床教授実習 1 (6. 7) 
院
病歴室実習 11 (73 3) 実






















員に ICDの分類表の 2巻， 3巻を用意し， 250例
の楊病名コーディング演習を行ったためであろう。
また，臨床医学内科系総論，臨床医学外科系総論，



















































病歴室業務は これ以外にも 多方面にわたっており ，さらに研究を続けることが望まれる。
医療秘書科のカリキュラムと病歴室実習および業務との関連性 31 
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